
                             

１
．
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
度

の
決
算
を
終
え
て 

 

去
る
5
月
26
日
（
土
）
に
開
催

し
た
第
1
回
理
事
会
な
ら
び
に

6
月
16
日
（
土
）
に
開
催
し
た
定

時
評
議
員
会
に
お
い
て
、
２
０
１

７
（
平
成
29
）
年
度
決
算
を
上
程

し
、
無
事
に
会
計
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
拠
点
に

お
い
て
適
正
に
予
算
管
理
に
努
め

て
下
さ
っ
た
施
設
長
・
管
理
者
や

会
計
担
当
者
を
は
じ
め
、
全
て
の

役
職
員
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

 

２
０
１
７
年
度
の
決
算
状
況
は
、

短
期
的
な
返
済
能
力
を
診
断
す
る

流
動
比
率
が
259
％
（
150
％
ぐ
ら
い

が
目
安
で
あ
り
200
％
以
上
が
理
想

的
）
、
借
入
金
な
ど
負
債
に
対
す
る

安
全
度
を
診
断
す
る
純
資
産
比
率

（
自
己
資
本
比
率
）
が
87
％
（
社

会
福
祉
法
人
の
平
均
は
85
％
）
で

あ
り
、
一
般
的
な
経
営
指
標
か
ら

み
て
も
安
定
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

 

事
業
活
動
収
入
は
、
就
労
支
援

事
業
収
入
を
除
き
主
た
る
収
入
科

目
は
対
前
年
度
で
4
％
～
9
％

の
伸
び
率
を
示
し
、
約
9
千
万
円

の
収
入
増
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
就
労
支
援
事
業
に
お
い
て
は

対
前
年
度
で
1.3
％
の
マ
イ
ナ
ス
で

あ
り
、
販
売
活
動
に
お
け
る
収
入

確
保
が
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

各
事
業
所
に
お
い
て
経
費
の
削
減

に
努
め
な
が
ら
月
次
で
の
収
支
バ

ラ
ン
ス
を
見
定
め
、
減
益
に
繋
が

ら
な
い
よ
う
手
立
て
を
講
じ
つ
つ
、

利
用
者
工
賃
の
向
上
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

 

一
方
、
事
業
活
動
支
出
は
前
年

度
よ
り
1
億
1
千
3
百
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
大
半
は

人
件
費
支
出
で
あ
り
、
新
た
な
人

財
の
確
保
と
合
わ
せ
２
０
１
７
年

度
か
ら
創
設
さ
れ
た
新
処
遇
改
善

加
算Ⅰ

の
算
定
に
伴
う
特
別
手
当

の
増
額
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま

す
。
こ
の
加
算
に
よ
る
収
入
は
全

て
人
件
費
で
支
出
す
る
義
務
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
期
の
人
件
費
率

は
76.0
％
と
い
う
高
値
を
示
し
、
対

前
年
度
で
4.7
％
の
プ
ラ
ス
と
な
り

ま
し
た
。
人
が
人
を
支
え
る
福
祉

現
場
で
は
、
人
財
の
確
保
は
非
常

に
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。
今
後
も
人
件
費
が
さ
ら
に
上

昇
す
る
可
能
性
は
大
い
に
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
経
営
状
況
を
加
味
し

な
が
ら
適
正
な
人
員
配
置
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 

 

施
設
・
備
品
整
備
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
７
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い

た
資
金
使
途
計
画
通
り
に
全
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

主
要
な
も
の
で
は
、
社
会
福
祉
施

設
等
施
設
整
備
費
補
助
金
を
受
け

て
7
か
所
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備
を

整
備
し
、
ま
た
、
本
年
4
月
に
岡

山
県
井
原
市
で
開
設
し
た
放
課
後

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ら

い
ず
の
建
物
改
修
工
事
や
初
度
備

品
の
整
備
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
神
辺
地
区
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
再
整
備
に
供
す
る
用
地

の
購
入
も
行
い
、
そ
れ
に
係
る
造

成
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
度
に
立
案
し
た
資
金

使
途
計
画
は
、
毎
年
そ
の
見
直
し

を
行
い
つ
つ
理
事
会
の
承
認
を
受

け
て
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
法
人
全
体
の
積
立
金

が
明
確
に
管
理
で
き
る
体
制
が
整

い
、
各
事
業
所
に
お
い
て
も
各
種

整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ

と
が
実
現
で
き
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
内
部
の
取
り
決
め
を
よ
り
強

固
な
も
の
に
し
な
が
ら
、
優
先
順

位
を
適
切
に
判
断
し
て
必
要
な
施

設
整
備
や
備
品
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

２
．
改
正
社
会
福
祉
法
に
規
定
さ

れ
る
責
務
に
つ
い
て 

 

改
正
社
会
福
祉
法
に
お
い
て
責

務
規
定
と
な
っ
た
「
地
域
に
お
け

る
公
益
的
な
活
動
」
に
つ
い
て
、

当
法
人
で
は
２
０
１
７
年
度
か
ら

新
た
な
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し

た
。
松
永
地
区
の
子
ど
も
た
ち
を

対
象
と
し
た
子
ど
も
食
堂
や
学
習

支
援
を
提
供
す
る
「
Ｃ

ｏ

ｍ

ｅ

叶
夢
ハ
ウ
ス
（
か
む
か
む
ハ
ウ
ス
）」

は
、
毎
月
第
2
・
4
日
曜
日
を
活

用
し
て
全
17
回
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
延
べ
85
人
の
子
ど
も
た
ち
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
、
200
人
を
超

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
職
員
の
協

力
を
得
て
初
年
度
の
活
動
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
啓
発
活

動
で
あ
る
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ォ
ー
ラ

ム
も
含
め
、
公
益
性
の
高
い
社
会

福
祉
法
人
と
し
て
の
責
務
を
果
た

す
た
め
、
地
域
に
必
要
な
取
り
組

み
を
継
続
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ

に
必
要
な
資
金
を
今
後
も
充
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
度
の
法
改
正
に
よ

っ
て
事
業
運
営
の
透
明
性
の
確
保

や
財
務
規
律
の
強
化
を
図
る
観
点

か
ら
、
社
会
福
祉
充
実
残
額
の
算

出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
決
算
に
お
け
る
貸

借
対
照
表
や
財
産
目
録
の
情
報
を

入
力
し
た
結
果
、
マ
イ
ナ
ス
9
億

6
千
7
百
65
万
円
で
あ
り
、
当

法
人
で
は
必
要
以
上
の
積
立
金
等

を
残
す
こ
と
な
く
適
正
に
社
会
福

祉
事
業
に
資
金
を
充
当
で
き
て
い

る
と
判
断
で
き
ま
す
。 

 

３
．
会
計
監
査
人
の
選
任
と
外
部

監
査
の
導
入
に
向
け
て 

 

改
正
社
会
福
祉
法
で
は
平
成
29

年
4
月
か
ら
一
定
の
事
業
規
模
に

あ
る
社
会
福
祉
法
人
に
、
段
階
的

に
会
計
監
査
人
の
選
任
を
義
務
付

け
、
会
計
監
査
人
に
よ
る
監
査
を

受
審
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

２
０
１
７
年
度
に
お
け
る
当
法

人
の
事
業
活
動
収
入
は
24
億
5

千
万
円
で
、
現
行
の
定
め
で
は
２

０
１
９
年
度
か
ら
会
計
監
査
人
の

選
任
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
会
計

監
査
人
の
選
任
を
行
う
に
あ
た
っ
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て
は
、
予
備
調
査
を
行
い
、 

法
人

内
部
の
統
制
機
能
の
構
築
な
ど
各

種
準
備
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

本
年
10
月
頃
を
目
途
に
そ
の
選
任

を
行
な
え
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

当
法
人
は
、
18
拠
点
区
分
79
サ

ー
ビ
ス
区
分
の
会
計
規
模
で
あ
り
、

事
業
そ
の
も
の
の
根
拠
法
も
異
な

り
複
数
の
担
当
者
が
処
理
を
行
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
統
一
的
に

会
計
処
理
を
進
め
る
こ
と
が
現
実

的
に
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
と
言

え
ま
す
。
そ
う
い
う
状
況
を
加
味

し
つ
つ
、
現
状
の
仕
組
み
を
統
一

す
る
と
と
も
に
複
眼
で
の
チ
ェ
ッ

ク
体
制
機
能
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
仕
組
み
の
組
み
換
え
が

必
要
と
な
る
見
込
み
で
す
。 

 

こ
の
大
改
革
に
向
け
て
会
計
責

任
者
や
担
当
者
が
一
致
団
結
し
て

必
要
な
協
議
を
重
ね
、
当
法
人
に

と
っ
て
理
想
的
な
仕
組
み
が
構
築

で
き
る
よ
う
積
極
的
な
議
論
を
進

め
て
い
く
一
年
と
な
り
そ
う
で
す
。 

 

お
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
制
度

は
大
き
く
様
変
わ
り
し
求
め
ら
れ

る
こ
と
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
福
祉
の
本
質
そ
の

も
の
は
何
ら
変
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
の
た
め
に
、
ま
た
、
障
が

い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
全
て
の

人
々
の
幸
せ
の
た
め
に
、
我
々
は

与
え
ら
れ
た
職
責
を
全
力
で
果
た

し
て
い
く
所
存
で
す
。
引
き
続
き

温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

                                        

                                        

                                        

                                        

FUREAI 2018.7.27                                           No.154〈2〉 

第三号第一様式(第二十七条第四項関係)

社会福祉法人　「ゼノ」少年牧場

(単位：円)

当年度末 前年度末 増減 当年度末 前年度末 増減

667,067,051 636,206,190 30,860,861   流動負債 257,532,740 228,630,604 28,902,136

330,899,507 304,360,914 26,538,593     短期運営資金借入金 0 50,000,000 △50,000,000

31,000 31,000 0     事業未払金 207,061,499 132,631,450 74,430,049

317,666,766 306,198,079 11,468,687     その他の未払金 0 0 0

0 0 0     支払手形 0 0 0

0 0 0     役員等短期借入金 0 0 0

7,124,313 7,418,626 △294,313     1年以内返済予定設備資金借入金 16,308,000 16,308,000 0

604,152 414,720 189,432     1年以内返済予定長期運営資金借入金 0 0 0

0 0 0     1年以内返済予定リース債務 0 0 0

0 0 0     1年以内返済予定役員等長期借入金 0 0 0

0 0 0     1年以内支払予定長期未払金 0 0 0

0 0 0     未払費用 16,800,861 12,401,459 4,399,402

564,700 1,019,485 △454,785     預 り 金 19,156 659,652 △640,496

0 0 0     職員預り金 13,849,859 14,565,536 △715,677

1,429,907 1,211,597 218,310     前 受 金 1,538,648 1,998,362 △459,714

1,033,430 572,214 461,216     前受収益 0 0 0

0 30,240 △30,240     仮 受 金 1,954,717 66,145 1,888,572

6,283,246 7,181,108 △897,862     賞与引当金 0 0 0

0 0 0     その他の流動負債 0 0 0

0 0 0   固定負債 249,402,300 258,509,700 △9,107,400

1,430,030 7,768,207 △6,338,177     設備資金借入金 172,907,000 189,215,000 △16,308,000

0 0 0     長期運営資金借入金 0 0 0

0 0 0     リース債務 0 0 0

3,369,890,344 3,272,609,165 97,281,179     役員等長期借入金 0 0 0

2,169,738,855 2,216,345,874 △46,607,019     退職給付引当金 76,495,300 69,294,700 7,200,600

332,813,133 313,513,621 19,299,512     長期未払金 0 0 0

1,836,925,722 1,902,832,253 △65,906,531     その他の固定負債 0 0 0

1,200,151,489 1,056,263,291 143,888,198   負債の部合計 506,935,040 487,140,304 19,794,736

11,583,362 1,091,032 10,492,330

124,903,411 65,554,554 59,348,857   基 本 金 563,863,704 563,863,704 0

23,181,074 25,271,280 △2,090,206     第一号基本金 396,801,207 396,801,207 0

1,845,638 2,636,053 △790,415     第二号基本金 160,019,651 160,019,651 0

29,715,457 26,999,516 2,715,941     第三号基本金 7,042,846 7,042,846 0

43,882,396 51,565,897 △7,683,501   国庫補助金等特別積立金 1,097,712,313 1,123,513,921 △25,801,608

9,353,880 2,624,400 6,729,480   その他の積立金 865,306,990 794,681,587 70,625,403

1 1 0     人件費積立金 164,736,000 164,736,000 0

1,446,806 1,548,713 △101,907     修繕積立金 21,615,000 21,615,000 0

10,076,280 13,717,899 △3,641,619     備品購入積立金 29,369,502 36,589,502 △7,220,000

0 0 0     施設設備整備等積立金 578,751,576 524,278,576 54,473,000

0 0 0     （就労）工賃変動積立金 5,813,887 4,792,901 1,020,986

0 0 0     （就労）設備整備等積立金 27,585,510 24,584,093 3,001,417

76,495,300 69,294,700 7,200,600     保育所施設整備積立金 36,300,000 16,950,000 19,350,000

0 0 0     その他の積立金 1,135,515 1,135,515 0

9,900,000 9,900,000 0   次期繰越活動増減差額 1,003,139,348 939,615,839 63,523,509

164,736,000 164,736,000 0     次期繰越活動増減差額 1,003,139,348 939,615,839 63,523,509

21,615,000 21,615,000 0     （うち当期活動増減差額） 134,148,912 172,040,035 △37,891,123

29,369,502 36,589,502 △7,220,000   純資産の部合計 3,530,022,355 3,421,675,051 108,347,304

568,851,576 514,378,576 54,473,000

5,813,887 4,792,901 1,020,986

27,585,510 24,584,093 3,001,417

36,300,000 16,950,000 19,350,000

1,135,515 1,135,515 0

1,109,000 369,000 740,000

1,142,162 908,659 233,503

109,732 0 109,732

0 0 0

4,036,957,395 3,908,815,355 128,142,040   負債及び純資産の部合計 4,036,957,395 3,908,815,355 128,142,040  資産の部合計

    その他の固定資産

    リサイクル預託金

    保育所繰越積立資産

    人件費積立資産

    修繕費積立資産

    備品購入積立資産

    施設設備整備積立資産

    （就）工賃変動積立資産

    （就）設備整備等積立資産

    保育所施設整備積立資産

    その他の積立資産

    差入保証金

    長期前払費用

  純資産の部

    建    物

    措置施設繰越特定資産

    機械及び装置

    車輌運搬具

    器具及び備品

    建設仮勘定

    有形リース資産

    権    利

    ソフトウェア

    無形リース資産

    投資有価証券

    長期貸付金

    退職給付引当資産

    構 築 物

    仮 払 金

    その他の流動資産

    徴収不能引当金

  固定資産

  （基本財産）

    土    地

    建    物

  （その他の固定資産）

    土    地

    未 収 金

    未収補助金

    未収収益

    短期貸付金

    貯 蔵 品

    医 薬 品

    診療・療養費等材料

    給食用材料

    商品・製品

    仕 掛 品

    原 材 料

    立 替 金

    1年以内回収予定長期貸付金

    受取手形

資産の部 負債の部

  流動資産

    現金預金

貸 借 対 照 表
平成30年3月31日 現在

    有価証券

    事業未収金

    前 払 金

    前払費用
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第二号第一様式(第二十三条第四項関係)

社会福祉法人　「ゼノ」少年牧場

(単位：円)

当年度決算 (A) 前年度決算 (B) 増減 (A)-(B)

108,404,442 101,034,784 7,369,658

342,382,613 312,665,646 29,716,967

84,112,009 84,641,052 △529,043

1,851,651,543 1,772,273,242 79,378,301

26,477,657 24,777,117 1,700,540

9,498,793 8,846,140 652,653

2,107,925 4,845,082 △2,737,157

2,978,800 8,679,300 △5,700,500

2,427,613,782 2,317,762,363 109,851,419

1,797,678,747 1,665,323,193 132,355,554

167,593,255 164,673,765 2,919,490

186,065,363 180,740,514 5,324,849

89,631,325 91,639,818 △2,008,493

0 0 0

96,981,617 93,142,969 3,838,648

△40,594,726 △40,226,862 △367,864

0 11,760 △11,760

0 0 0

1,412,200 1,454,700 △42,500

2,298,767,781 2,156,759,857 142,007,924

128,846,001 161,002,506 △32,156,505

13,000 19,000 △6,000

35,199 27,552 7,647

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

26,017,915 24,753,449 1,264,466

26,066,114 24,800,001 1,266,113

1,172,339 1,275,088 △102,749

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

18,302,043 18,414,772 △112,729

19,474,382 19,689,860 △215,478

6,591,732 5,110,141 1,481,591

135,437,733 166,112,647 △30,674,914

16,388,460 4,434,344 11,954,116

298,340 5,453,360 △5,155,020

0 0 0

2 5,461,000 △5,460,998

0 0 0

0 0 0

35,199 2,064,587 △2,029,388

16,722,001 17,413,291 △691,290

0 5,341,000 △5,341,000

0 0 0

5,010 1,903,139 △1,898,129

0 △742,910 742,910

16,388,460 4,434,344 11,954,116

0 0 0

0 0 0

1,617,352 550,330 1,067,022

18,010,822 11,485,903 6,524,919

△1,288,821 5,927,388 △7,216,209

134,148,912 172,040,035 △37,891,123

939,615,839 910,106,811 29,509,028

1,073,764,751 1,082,146,846 △8,382,095

0 0 0

135,919,812 70,845,806 65,074,006

206,545,215 213,376,813 △6,831,598

1,003,139,348 939,615,839 63,523,509

特

別

増

減

の

部

費用
  その他の特別損失

  特別費用計(9)

  特別増減差額(10)=(8)-(9)

  当期活動増減差額(11)=(7)+(10)

繰

越

活

動

増

減

差

額

の

部

  前期繰越活動増減差額(12)

  当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12)

  基本金取崩額(14)

  その他の積立金取崩額(15)

  その他の積立金積立額(16)

  次期繰越活動増減差額(17)=(13)+(14)+(15)-(16)

(自)平成29年4月1日(至)平成30年3月31日

事　業　活　動　計　算　書

サ
ー

ビ

ス

活

動

増

減

の

部

収

益

  児童福祉事業収益

  保育事業収益

  就労支援事業収益

  減価償却費

  国庫補助金等特別積立金取崩額

  徴収不能額

  徴収不能引当金繰入

  障害福祉サービス等事業収益

  医療事業収益

  法人事業収益

  利用者負担軽減額

  投資有価証券売却益

  サービス活動収益計(1)

  その他の費用

勘        定        科       目

  経常経費寄附金収益

  その他の収益

  固定資産売却損・処分損

  国庫補助金等特別積立金取崩額(除却等)

  サービス活動費用計(2)

  サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)

サ
ー

ビ

ス

活

動

外

増

減

の

部

収

益

  借入金利息補助金収益

  受取利息配当金収益

  有価証券評価益

  有価証券売却益

  投資有価証券評価益

費

用

  人件費

  事業費

  事務費

  就労支援事業費用

  基本金組入額

  資産評価損

  その他のサービス活動外収益

  サービス活動外収益計(4)

費

用

  支払利息

  有価証券評価損

  有価証券売却損

  投資有価証券評価損

  投資有価証券売却損

  その他のサービス活動外費用

  サービス活動外費用計(5)

  国庫補助金等特別積立金積立額

  災害損失

  サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)

  経常増減差額(7)=(3)+(6)

特

別

増

減

の

部

収

益

  施設整備等補助金収益

  施設整備等寄附金収益

  長期運営資金借入金元金償還寄附金収益

  固定資産受贈額

  固定資産売却益

  会計基準適用による過年度修正額

  会計基準適用による過年度修正額

  その他の特別収益

  特別収益計(8)

費

用
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第一号第一様式(第十七条第四項関係)

　　　　　　　　　　(自)平成29年4月1日(至)平成30年3月31日

予  算 (A) 決  算 (B) 差 異 (A)-(B)

106,279,000 108,404,442 △2,125,442

343,222,000 342,382,613 839,387

104,158,000 84,112,009 20,045,991

1,865,900,000 1,851,651,543 14,248,457

27,052,000 26,477,657 574,343

9,530,000 9,498,793 31,207

13,000 13,000 0

2,089,000 2,107,925 △18,925

38,000 35,199 2,801

30,401,000 26,017,915 4,383,085

0 0 0

2,488,682,000 2,450,701,096 37,980,904

1,790,581,000 1,787,499,347 3,081,653

185,324,000 167,593,255 17,730,745

218,806,000 186,065,363 32,740,637

98,135,000 87,049,321 11,085,679

0 0 0

1,174,000 1,172,339 1,661

22,195,000 19,714,243 2,480,757

0 0 0

2,316,215,000 2,249,093,868 67,121,132

172,467,000 201,607,228 △29,140,228

16,388,000 16,388,460 △460

300,000 298,340 1,660

0 0 0

0 0 0

0 0 0

16,688,000 16,686,800 1,200

16,308,000 16,308,000 0

122,009,000 119,299,437 2,709,563

0 0 0

0 0 0

0 0 0

138,317,000 135,607,437 2,709,563

△121,629,000 △118,920,637 △2,708,363

0 0 0

0 0 0

0 0 0

70,000 70,000 0

476,000 476,812 △812

0 0 0

0 0 0

140,192,000 138,898,612 1,293,388

0 0 0

34,000 35,199 △1,199

140,772,000 139,480,623 1,291,377

0 0 0

0 0 0

810,000 810,000 0

651,000 710,315 △59,315

127,000 109,732 17,268

0 0 0

185,464,000 216,724,615 △31,260,615

894,000 1,617,352 △723,352

187,946,000 219,972,014 △32,026,014

△47,174,000 △80,491,391 33,317,391

3,664,000 ─ 3,664,000

0

0 2,195,200 △2,195,200

0 421,652,504 △421,652,504

0 423,847,704 △423,847,704

社会福祉法人　「ゼノ」少年牧場

　　　　　　　　　　　　資　金　収　支　計　算　書

  その他の収入

勘        定        科       目

事

業
活
動

に
よ
る

収
支

収

入

  児童福祉事業収入

  保育事業収入

  就労支援事業収入

  障害福祉サービス等事業収入

  医療事業収入

  法人事業収入

  借入金利息補助金収入

  経常経費寄附金収入

  受取利息配当金収入

  流動資産評価益等による資金増加額

  事業活動収入計(1)

支
出

  人件費支出

  事業費支出

  事務費支出

  就労支援事業支出

  利用者負担軽減額

  支払利息支出

  その他の支出

  流動資産評価損等による資金減少額

  事業活動支出計(2)

  事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)

施
設
整

備
等
に

よ
る

収
支

収
入

  施設整備等補助金収入

  施設整備等寄附金収入

  設備資金借入金収入

  固定資産売却収入

  その他の施設整備等による収入

  施設整備等収入計(4)

支

出

  設備資金借入金元金償還支出

  固定資産取得支出

  固定資産除却・廃棄支出

  ファイナンス・リース債務の返済支出

  その他の施設整備等による支出

  施設整備等支出計(5)

  施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

そ
の

他
の
活

動
に
よ

る
収

支

収

入

  長期運営資金借入金元金償還寄附金収入

  長期運営資金借入金収入

  長期貸付金回収収入

  差入保証金戻入収入

  長期前払費用計上収入

  リサイクル料戻入収入

  投資有価証券売却収入

支
出

  長期運営資金借入金元金償還支出

  長期貸付金支出

  差入保証金支出

  長期前払費用支出

  リサイクル料支出

  投資有価証券取得支出

  積立資産取崩収入

  会計基準適用による過年度修正額

  その他の活動による収入

  その他の活動収入計(7)

そ

の

他

の

活

動

に

よ

る

収

支

支

出

  積立資産支出

  その他の活動による支出

  その他の活動支出計(8)

  その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)

  予備費支出(10)

  当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

  前期末支払資金残高(12)

  当期末支払資金残高(11)+(12)



 

こ
の
度
２
０
１
８
年
6
月
1

日
よ
り
事
業
所
名
を
『「
ゼ
ノ
」
ホ

ー
ム
な
ご
み 

さ
ち
の
里
』
と
し

て
事
業
を
無
事
開
始
で
き
ま
し
た

こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

先
ず
も
っ
て
、
新
し
い
住
居
を

建
築
す
る
に
あ
た
り
、
ご
協
力
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
地
域
の
方
々
、

保
護
者
の
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
な

ご
み
の
家
で
の
数
年
間
に
わ
た
る

取
り
組
み
と
し
て
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
な
ご
み
の
家
本
体
で
は
、

平
均
年
齢
が
60
歳
を
超
え
、
今
ま

で
は
当
た
り
前
に
出
来
て
い
た
こ

と
に
違
和
感
を
覚
え
る
年
齢
に
な

り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
誰
も
が
通
る
道
で
あ
り
、

60
歳
を
超
え
た
人
は
口
々
に
「
な

っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
ま
す
。 

「
足
が
動
き
に
く
い
」「
体
が
だ
る

い
」「
腕
が
上
が
り
に
く
い
」
な
ど

抽
象
的
な
表
現
を
我
々
は
口
に
し

ま
す
が
、
抽
象
的
な
言
葉
で
の
表

現
が
難
し
い
人
に
対
し
て
、
い
ち

早
く
変
化
に
気
付
い
て
い
く
こ
と

は
、
一
人
一
人
に
ゆ
っ
く
り
時
間

を
か
け
て
接
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
い
う
結
果
に
至
り
ま

し
た
。
今
回
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

開
設
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
一
人

一
人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
確
立
、

個
室
化
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
取

り
組
み
ま
し
た
。 

住
ま
い
の
場
の
変
化
は
、
大
き

な
転
機
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
長

い
間
同
じ
場
所
で
生
活
さ
れ
て
い

た
人
へ
の
対
応
は
慎
重
に
、
ど
う

す
れ
ば
変
化
が
少
な
く
安
心
し
て

生
活
の
場
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
か
な
ど
検
討
を
重
ね
、
数
人
ず

つ
段
階
を
経
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と

異
動
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

幸
い
引
渡
し
か
ら
入
居
ま
で
数
日

あ
り
、
現
地
に
出
向
い
た
り
、
体

験
で
宿
泊
し
た
り
な
ど
な
ご
み
の

家
全
職
員
で
協
力
し
な
が
ら
、
可

能
な
限
り
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
る
よ

う
な
配
慮
を
心
掛
け
ま
し
た
。 

住
居
を
移
さ
れ
て
約
1
ヶ
月
弱

で
す
が
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間

を
ど
う
過
ご
す
か
と
い
う
こ
と
を

検
討
出
来
る
く
ら
い
余
裕
が
少
し

ず
つ
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、「
こ
こ
に
き
て
よ

か
っ
た
。
」
な
ど
の
声
も
少
し
ず
つ

あ
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
少

人
数
で
の
生
活
と
い
う
事
は
、
な

ご
み
の
家
で
も
同
様
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
先
、
今
年
度
中
に
隣
接
し
て

『
「
ゼ
ノ
」
ホ
ー
ム
な
ご
み 

ふ
く

の
里
』
と
共
有
ス
ペ
ー
ス
（
特
浴

等
）
を
開
設
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。
な
ご
み
の
家
全
体
の
動
き
と

し
て
、『
今
で
き
る
こ
と
を
大
切
に
』

と
い
う
基
本
方
針
を
実
現
し
て
い

く
よ
う
職
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て

参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

                                        

                                        

                                        

「ゼ
ノ
」ホ
ー
ム
な
ご
み 

さ
ち
の
里 

開
設 

「ゼ
ノ
」ホ
ー
ム
な
ご
み 

管
理
者 

久
保
田 

史
章 
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う
ん
ど
う
祭
の
委
員
は
何
度
か

経
験
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
、
う
ん

ど
う
祭
の
内
容
は
あ
る
程
度
理
解

し
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
自

分
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
と

い
う
事
が
得
意
で
は
な
か
っ
た
の

で
、
私
自
身
と
て
も
良
い
経
験
を

さ
せ
て
頂
い
た
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
ゼ
ノ
を
代
表
す
る
者
と
し
て

地
域
の
方
に
丁
寧
に
ご
挨
拶
を
す

る
こ
と
を
強
く
意
識
し
ま
し
た
。

委
員
会
の
会
議
で
は
「
℃
℃
℃
み

ん
な
で
楽
し
く
盛
り
上
が
ろ
う
」

を
テ
ー
マ
に
役
割
分
担
や
種
目
、

競
技
内
容
を
決
め
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
う
ん
ど
う
祭
当

日
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

う
ん
ど
う
祭
当
日
は
素
晴
ら
し

い
天
候
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
開

会
式
か
ら
は
じ
ま
り
準
備
体
操
で

は
〝
エ
ビ
カ
ニ
ク
ス
〟
を
み
ん
な

で
楽
し
く
踊
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
順
番
に
競
技
が
進
ん
で
い
き

ま
し
た
。
途
中
で
ト
ラ
ブ
ル
が
あ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
実
行

委
員
で
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
し

た
シ
ナ
リ
オ
通
り
に
動
く
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
に
も
実
行
委
員
の
役
割

の
代
表
が
的
確
に
指
示
を
出
す
こ

と
が
で
き
て
い
た
と
思
い
ま
す
。 

 

新
競
技
の
〝
誰
か
が
呼
ん
で
い

る
〟
で
は
音
に
耳
を
澄
ま
す
姿
や
、

正
解
が
分
か
る
と
「
や
っ
た
ー
」

と
喜
ん
だ
り
不
正
解
で
少
し
が
っ

か
り
さ
れ
る
様
子
も
あ
り
、
と
て

も
盛
り
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

閉
会
式
の
時
に
も
言
わ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
競
技
を

し
て
い
る
姿
を
み
て
、
何
度
も
心

温
ま
る
思
い
に
な
り
ま
し
た
。
一

生
懸
命
競
技
さ
れ
て
い
る
姿
ま
た

応
援
さ
れ
て
い
る
姿
を
み
て
い
る

と
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
で
す
。
私

自
身
も
「
が
ん
ば
れ
」
と
何
度
も

声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。
来
年
の

う
ん
ど
う
祭
に
繋
げ
る
た
め
に
反

省
す
る
点
は
し
っ
か
り
と
反
省
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
、

応
援
職
員
の
皆
さ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
、
う
ん
ど

う
祭
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
感
謝
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

           

                                        

                                        

                                        

第
54
回 

「ゼ
ノ
」創
立
記
念
う
ん
ど
う
祭 

大
会
実
行
委
員
長 

宮
地 

宏
和 
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去
る
６
月
９
日
（
土
）、
Ｃ
Ｒ
会

（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
）
の
１５
人
の
皆

様
が
、
こ
ば
と
園
の
環
境
整
備
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
Ｃ
Ｒ
会
様
に
は
年
に
２
回
、

６
月
と
12
月
に
来
て
い
た
だ
き
、

草
刈
り
、
溝
掃
除
や
ペ
ン
キ
塗
り

な
ど
園
庭
の
さ
ま
ざ
ま
な
整
備
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
て
お
り
、
こ

ば
と
園
の
力
強
い
サ
ポ
ー
タ
ー
で

す
。 今

回
は
土
手
や
園
庭
の
草
刈
り

と
、
す
板
の
防
腐
剤
塗
り
な
ど
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
草
が
伸
び
放 

青
雲
に
利
用
者
さ
ん
専
用
の
パ

ソ
コ
ン
を
B

e

e-

H

i

v

e

と
い
う
会
社
の
森
木
様
よ
り
頂
き

ま
し
た
。 

頂
い
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利

用
者
さ
ん
に
お
見
せ
す
る
と
、
と

て
も
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
今

ま
で
は
職
員
の
使
用
し
て
い
る
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、

デ
ー
タ
が
入
っ
て
い
る
関
係
上
、

ど
う
し
て
も
自
由
に
利
用
し
て
頂

く
わ
け
に
も
い
か
ず
、
ま
た
、
操

作
の
や
り
方
に
よ
っ
て
は
止
め
な

く
て
は
な
ら
な
い
な
ど
、
不
便
な

題
で
、
Ｃ
Ｒ
会
の
皆
さ
ん
が
来
て 

く
だ
さ
る
の
を
待
ち
に
待
っ
た
こ

の
日
、
心
配
し
た
雨
も
降
ら
ず
、

雨
上
が
り
の
蒸
し
暑
い
中
を
、
み

な
さ
ん
大
汗
を
か
き
な
が
ら
作
業

を
進
め
て
く
だ
さ
り
、
草
ぼ
う
ぼ

う
だ
っ
た
土
手
も
園
庭
も
す
っ
か

り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

き
れ
い
に
な
っ
た
園
庭
で
、
子

ど
も
た
ち
は
、
歓
声
を
あ
げ
な
が

ら
遊
ん
で
い
ま
す
。 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
共
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
ご
支
援
く
だ
さ
い
。 

 

事
が
度
々
あ
り
ま
し
た
。 

今
回
頂
い
た
パ
ソ
コ
ン
は
、
利
用

者
さ
ん
専
用
に
頂
い
た
の
で
、
自

由
に
利
用
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

自
由
に
利
用
す
る
事
が
出
来
る
と

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
に
慣
れ
、
操
作

能
力
を
伸
ば
し
て
い
け
る
ツ
ー
ル

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

あ
ま
り
に
も
自
由
に
利
用
で
き

る
た
め
、
自
分
の
物
と
勘
違
い
し
、

居
室
に
持
ち
帰
ら
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
が
共

有
の
パ
ソ
コ
ン
を
取
り
扱
う
ル
ー

ル
に
慣
れ
、
い
ず
れ
は
、
働
い
た 

                         
お
金
で
本
当
の
自
分
専
用
の
パ
ソ 

コ
ン
を
買
い
た
い
！
と
、
働
く
原 

動
力
に
も
繋
が
っ
て
い
け
ば
と
思

い
ま
す
。 

 

本
当
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

         

                                        

                                     

パ
ソ
コ
ン
寄
贈
の
お
礼 

「
ゼ
ノ
」
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
青
雲 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者 

谷
口 

章
宏 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

Ｃ
Ｒ
会
の
環
境
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝 

「
ゼ
ノ
」
こ
ば
と
園 

園
長 

塩
出 

順
子 
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6
月
16
日
（
土
）
に
、
第
33
回

聴
覚
障
害
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
研
修
会
は
、
県
東
部
地

域
を
中
心
に
、
こ
の
地
域
の
聴
覚

障
害
児
が
、
よ
り
よ
い
保
育
、
教

育
環
境
の
下
で
自
分
た
ち
の
力
を

発
揮
し
、
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う

に
と
い
う
願
い
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

今
回
は
、
高
井
小
織
先
生
（
京

都
光
華
女
子
大
学 

医
療
福
祉
学

科 

言
語
聴
覚
専
攻
）
に
講
師
と
し

て
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
前

は
講
演
「
聴
覚
障
害
児
を
理
解
し
、

豊
か
な
力
を
育
て
て
い
く
た
め
に

ー
保
育
・
教
育
の
中
で
の
配
慮
と

と
り
く
み
ー
」
、
午
後
は
5
分
科
会

（
保
育
所
・
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
、

小
学
校
、
中
学
校
・
高
校
、
発
達

の
遅
れ
を
併
せ
も
つ
、
早
期
発
見
）

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
100
名

あ
ま
り
で
し
た
。 

 

高
井
先
生
は
、
京
都
市
の
中
学

校
で
固
定
制
難
聴
学
級
担
任
と
し

て
長
年
勤
め
ら
れ
、
多
く
の
卒
業

生
と
の
つ
な
が
り
も
大
切
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝

ド
ラ
「
半
分
、
青
い
。
」
の
主
人
公

と
同
じ
く
、
片
耳
難
聴
の
方
で
す
。

講
演
は
、
お
人
柄
と
専
門
性
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
る
明
快
な
話
し
方
で

ユ
ー
モ
ア
に
も
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
ご
自
身
を
〝
時
の
人
〟
と
紹

介
さ
れ
な
が
ら
、
片
耳
難
聴
に
よ

る
不
自
由
さ
や
苦
労
も
含
め
、
学

生
時
代
の
聴
覚
障
害
を
持
つ
友
人

と
の
出
会
い
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

き
こ
え
の
魅
力
と
不
思
議
に
つ
い

て
の
疑
似
体
験
、
年
齢
や
発
達
段

階
等
に
あ
わ
せ
て
の
と
り
く
み
の

視
点
な
ど
、
幅
広
い
内
容
で
し
た
。 

 

先
生
ご
自
身
の
お
話
で
は
、
自

分
の
障
害
を
〝
明
る
く
自
己
開
示

〟
す
る
力
の
育
ち
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
疑
似
体
験
で

は
、
特
定
の
周
波
数
の
き
き
と
り

で
年
齢
が
わ
か
っ
て
し
ま
う
（
加

齢
と
共
に
高
音
が
き
こ
え
な
く
な

る
事
実
）
、
実
は
関
西
弁
の
お
笑
い

な
の
に
思
い
込
ん
で
き
く
と
〝
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
歓
喜
の
歌
〟
に

き
こ
え
て
し
ま
う
、
口
形
だ
け
の

読
み
と
り
に
お
い
て
類
推
で
き
る

と
あ
る
程
度
わ
か
る
の
に
、
予
想

で
き
な
い
こ
と
で
は
全
く
チ
ン
プ

ン
カ
ン
プ
ン
に
な
っ
て
し
ま
う
な

ど
。
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
中
で
、
聴
覚
だ
け
で
な
く
視

覚
も
あ
わ
さ
る
こ
と
で
わ
か
り
や

す
く
な
っ
て
い
る
事
実
。
無
意
識

の
う
ち
に
類
推
し
な
が
ら
そ
の
内

容
を
と
ら
え
て
い
る
、
だ
か
ら
こ

そ
情
報
保
障
も
不
可
欠
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。 

 

ひ
と
り
ひ
と
り
の
状
況
や
気
持

ち
を
知
り
、
寄
り
添
っ
て
い
け
る

よ
う
に
、
そ
の
子
（
人
）
ら
し
く

人
と
つ
な
が
り
な
が
ら
生
き
て
い

く
力
を
育
ん
で
い
け
る
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
や
関
わ
り
の
中
で

向
き
あ
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。 

 

午
後
の
分
科
会
で
は
、
講
演
の

内
容
も
ふ
ま
え
な
が
ら
、
話
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

地
域
で
の
縦
・
横
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
改
め
て

感
じ
さ
せ
ら
れ
る
、
充
実
し
た
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
度
、
広
島
県
共
同
募
金
会

様
か
ら
の
助
成
金
を
受
け
て
、
コ

ン
ベ
ア
タ
イ
プ
検
針
機
を
整
備
い

た
し
ま
し
た
。 

 

今
ま
で
使
用
し
て
い
た
検
針
機

は
、
ウ
エ
ス
部
門
立
ち
上
げ
当
初

か
ら
使
用
し
て
お
り
、
製
造
年
数

が
十
七
年
前
の
も
の
で
、
使
用
中

に
誤
作
動
を
起
こ
す
な
ど
不
具
合

が
生
じ
て
い
た
た
め
、
広
島
県
共

同
募
金
会
様
に
助
成
金
申
請
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

新
し
い
検
針
機
が
届
き
、
職

員
・
利
用
者
さ
ん
一
同
、
大
変
喜

ん
で
お
り
ま
す
。 

ウ
エ
ス
作
業
を
行
う
上
で
、
金

属
の
検
査
・
除
去
は
必
要
不
可
欠

な
作
業
で
す
。
ま
だ
、
検
針
機
が

届
い
て
間
も
な
い
為
、
職
員
が
衣

類
を
入
れ
、
利
用
者
さ
ん
が
衣
類

を
受
け
取
る
よ
う
に
分
か
れ
て
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ 

          

は
、
利
用
者
さ
ん
に
全
て
行
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
早
く
検
針
機

に
慣
れ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

 

作
業
環
境
も
整
い
、
効
率
も
良

く
な
り
、
利
用
者
さ
ん
も
意
欲
的

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

広
島
県
共
同
募
金
会
様
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

総
事
業
額 

１
，
０
６
７
，
０
４
０
円 

助
成
金
額 

 

９
０
０
，
０
０
０
円 

自
己
資
金 

 

１
６
７
，
０
４
０
円 

           

                                     

第
３３
回
聴
覚
障
害
研
修
会
報
告 

「
ゼ
ノ
」
こ
ば
と
園 

主
任 

高
垣 

佳
子 
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コ
ン
ベ
ア
タ
イ
プ
検
針
機
を
導
入
し
ま
し
た 

ゆ
め
サ
ポ
ー
ト
・
バ
ク 

目
標
工
賃
達
成
指
導
員 

桒
田 

典
征 

 
 
 
 
 
 
 

 



Ｅ
Ｐ
Ａ(
経
済
連
携
協
定)

に
基

づ
く
介
護
福
祉
士
候
補
者
受
け
入

れ
に
向
け
て
、
旧
あ
じ
さ
い
ホ
ー

ム
の
改
修
工
事
を
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
明
け
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

6
月
27
日
を
も
っ
て
完
成
引
き

渡
し
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

Ｅ
Ｐ
Ａ
と
は
、
外
国
と
の
間
に

お
い
て
、
貿
易
の
自
由
化
を
含
む

経
済
関
係
全
般
の
広
い
分
野
に
わ

た
り
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
協
定
の
こ
と
で
す
。 

 

そ
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
社
会
福
祉
法
人

と
ど
う
関
係
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。 

 

実
は
今
、
日
本
の
抱
え
る
少
子

高
齢
化
の
現
実
は
、
我
々
福
祉
に

携
わ
る
現
場
に
お
い
て
も
如
実
に

影
を
落
と
し
て
い
て
、
手
前
味
噌

で
す
が
離
職
率
の
低
い
当
法
人
に

お
い
て
も
、
現
在
の
業
務
規
模
を

維
持
す
る
に
あ
た
り
毎
年
40
人
前

後
の
職
員
を
確
保
し
て
い
く
必
要

性
が
あ
る
と
の
数
値
が
出
て
お
り

ま
す
。 

 

そ
こ
で
頼
り
に
な
る
の
が
外
国

か
ら
の
労
働
力
と
言
う
こ
と
に
な

る
の
で
す
が
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
外

国
人
介
護
人
財
受
け
入
れ
に
つ
い

て
は
求
職
者
に
対
す
る
求
人
数
が

倍
以
上
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
ハ

ー
ド
ル
は
非
常
に
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
は
別
の

仕
組
み
と
し
て
、
昨
年
11
月
か
ら

は
介
護
分
野
に
お
け
る
外
国
人
技

能
実
習
生
の
受
け
入
れ
が
法
的
に

可
能
と
な
り
、
国
内
に
お
け
る
福

祉
人
財
の
確
保
に
関
し
て
も
、
よ

う
や
く
他
業
種
同
様
の
動
き
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
ず
い
ぶ
ん
と
後
塵
を
拝
す

る
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
と
も
言
え
ま

す
。 

 
こ
の
よ
う
な
社
会
の
動
向
に
鑑

み
、
当
法
人
で
も
優
秀
な
外
国
人

労
働
力
を
確
保
す
べ
く
、
現
在
、

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。 

 

ま
ず
は
、
そ
の
一
つ
が
生
活
の

場
と
な
る
住
居
の
確
保
な
の
で
す

が
、
当
法
人
で
は
、
現
在
は
未
使

用
で
職
場
に
近
い
立
地
条
件
か
ら
、

旧
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ム
に
白
羽
の
矢

を
立
て
、
今
回
改
修
工
事
を
行
な

い
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
並
行
し
て
、
居
住
空
間
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
関
係
職
員
が

鋭
意
受
け
入
れ
に
向
け
て
体
制
を

整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

な
お
、
外
国
人
労
働
者
に
職
場

に
加
わ
っ
て
も
ら
う
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
、
大
ま
か
に
二
つ
の
側
面
が

存
在
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
具

体
的
に
記
し
ま
す
。 

ひ
と
つ
は
、
先
に
記
し
ま
し
た

人
財
確
保
と
言
う
物
理
的
な
面
が

大
き
く
占
め
ま
す
。 

そ
し
て
も
う
一
つ
、
そ
れ
は
メ

ン
タ
ル
面
で
の
効
果
を
期
待
す
る

も
の
で
す
。 

こ
れ
は
、
過
日
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
関
す

る
研
修
に
参
加
し
た
と
き
、
す
で

に
日
本
で
働
か
れ
て
い
る
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
実
習
生
に
接
し
て
実
感
し

た
こ
と
で
す
が
、
核
家
族
化
が
進

む
日
本
に
対
し
、
近
隣
ア
ジ
ア
諸

国
は
ま
だ
ま
だ
大
家
族
制
度
が
健

在
で
あ
り
、
そ
の
生
活
環
境
が
及

ぼ
す
心
理
的
効
果
と
し
て
、
生
活

弱
者
（
た
と
え
ば
お
年
寄
り
や
障

が
い
の
あ
る
人
）
に
対
す
る
思
い

や
り
や
優
し
さ
が
顕
著
に
存
在
し

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
心
理
面
で
の

刺
激
が
日
本
人
の
心
に
伝
播
し
、

一
緒
に
働
く
職
員
の
持
っ
て
い
る

テ
ク
ニ
カ
ル
的
な
能
力
に
加
え
、

数
値
化
で
き
な
い
メ
ン
タ
ル
な
ス

キ
ル
が
さ
ら
に
向
上
し
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

そ
う
な
れ
ば
、
利
用
者
さ
ん
も

職
員
も
今
以
上
に
お
互
い
に
幸
せ

な
時
間
を
共
有
で
き
る
未
来
が
到

来
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

              

                                        

                                        

法
人
の
明
日
を
担
う
新
た
な
人
財
確
保
に
向
け
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

法
人
事
務
局 

事
務
員 

原
田 

正
治 
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バ
ラ
園
整
備 

法
人
事
務
局 

事
務
員 

平
田 

や
よ
み 

  

「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取

り
組
み
」
が
、
社
会
福
祉
法
人
の

責
務
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
か

ら
、
2
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。「
ゼ
ノ
」

少
年
牧
場
と
し
て
は
、
そ
の
一
環

と
し
て
、
２
０
１
５
年
よ
り
年
1

回
開
催
し
て
お
り
ま
す
ハ
ー
ト
フ

ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、
２
０
１
７
年

7
月
よ
り 

末
来(

あ
し
た)

も
笑

お
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

と
称
す
る

〝
子
ど
も
達
の
居
場
所
づ
く
り
〟

に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

今
回
、
地
元
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
様
よ
り
お
話
を
い
た
だ
き
、

沼
隈
の
道
の
駅
に
隣
接
し
て
い
る

〝
ば
ら
園
〟
の
お
手
入
れ
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

草
取
り
、
追
肥
、
剪
定
、
病
気
・

防
虫
予
防
等
々
、
初
心
者
の
た
め

要
領
を
得
ず
、
な
か
な
か
大
変
な

作
業
で
す
が
、
地
域
の
方
か
ら
の

優
し
い
声
か
け
や
嬉
し
い
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
、
5
月
に
は
綺

麗
で
彩
り
豊
か
な
花
を
咲
か
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
、
お

近
く
に
お
出
か
け
の
際
は
、
是
非

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
 

活
動
中
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
温
か
い
目
で
見
守
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

今
後
は
法
人
全
体
で
様
々
な
事

業
所
と
連
携
し
、
大
輪
の
花
が
咲

き
乱
れ
ま
す
よ
う
多
く
の
愛
情
を

注
ぎ
、
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
方

や
多
く
の
方
々
に
た
く
さ
ん
の
笑

顔
が
咲
き
ま
す
よ
う
職
員
一
同
、

願
っ
て
お
り
ま
す
。 

                               

                                        

                                        

                                        

書
籍
紹
介 

「
ゼ
ノ
」
H

O

M

E
白
雲 

管
理
者 

石
原 

郁
朗 

 

タ
イ
ト
ル 

Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ 

Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｔ 

著
者 

 
 

西 

鋭
夫 

発
行 

 
 

フ
ー
ヴ
ァ
ー
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

  

世
界
中
の
天
才
が
集
ま
り
、
超
難
関
、
超
名
門
と
言
わ
れ
る
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
格
が
違
う
の
が
フ
ー
ヴ
ァ
ー

研
究
所
。
そ
の
研
究
所
で
西
鋭
夫
教
授
が
近
代
歴
史
の
研
究
を
行
っ

て
い
る
。 

 

維
新
の
ヒ
ー
ロ
ー
坂
本
龍
馬
に
誰
が
カ
ネ
を
出
し
た
の
か
？
海

援
隊
と
い
う
5
〜
60
人
の
働
い
て
い
な
い
男
た
ち
を
養
う
カ
ネ
は

ど
こ
か
ら
で
て
き
た
の
か
？
ま
た
、
大
量
の
武
器
を
買
う
カ
ネ
は
ど

こ
か
ら
で
て
き
た
の
か
？
軍
艦
を
買
う
金
は
？
全
国
各
地
に
出
張

し
ま
く
る
カ
ネ
は
？ 

一
体
、
誰
が
何
の
目
的
で
そ
の
カ
ネ
を
だ
し

た
の
か
？
と
い
う
驚
愕
の
事
実
。 

 

イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
日
本
の
「
戦
争
歴
」
。
１
８
０

０
年
か
ら
１
９
９
９
年
ま
で
の
200
年
間
で
、
大
英
帝
国
イ
ギ
リ
ス
が

戦
争
を
し
た
回
数
は
202
回
。
こ
の
中
に
は
１
９
９
１
年
の
湾
岸
戦
争

も
入
っ
て
い
る
。
過
去
200
年
間
、
イ
ギ
リ
ス
が
戦
争
を
し
て
い
な
か

っ
た
年
は
な
い
。
次
に
、
好
戦
的
と
言
わ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
戦

争
歴
。
米
軍
が
関
わ
っ
た
戦
争
は
、
120
回
。
第
二
次
湾
岸
・
イ
ラ
ク

戦
争
関
連
を
含
め
る
と
、
125
回
。
中
国
は
１
８
３
９
年
に
イ
ギ
リ
ス

に
仕
掛
け
ら
れ
た
第
一
次
ア
ヘ
ン
戦
争
か
ら
１
９
８
９
年
の
天
安

門
虐
殺
事
件
ま
で
58
回
。 

日
本
は
、
１
８
６
３
年
に
生
麦
事
件
以
来
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
が
薩

摩
藩
・
鹿
児
島
を
砲
撃
し
た
の
が
最
初
の
戦
い
。
徳
川
幕
府
と
官
軍

の
市
民
戦
争
・
明
治
維
新
を
加
え
、
１
９
４
５
年
の
敗
戦
ま
で
を
数

え
る
と
過
去
200
年
間
で
26
回
。
日
本
が
い
か
に
戦
争
を
し
て
い
な

い
か
、
仕
掛
け
ら
れ
た
か
、
が
一
目
瞭
然
に
理
解
で
き
る
本
で
あ
る
。 
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あしあと 
 

ご寄附・ご寄贈 
 
こばと園平成 27年度卒園生一同様 
 

その他、各施設の保護者様、法人役職員関係者の皆

様より頂いております。 
 

各施設行事   
■法人･･････････････････････････（4～6月）  
4/ 1 新任職員辞令交付式 
4/ 1 昇格者辞令交付式 
4/ 7 法人事業説明会 
4/13.14 新任職員職場説明会 
5/12 職員採用試験 
5/15.16 法人監事監査 
5/20 うんどう祭 
5/26 平成３０年度第１回理事会 
6/ 2 職員採用試験 
6/16 定時評議員会 
■「ゼノ」やまびこ学園児童部････（4～6月） 
4/ 6 沼隈特別支援学校始業式  
4/ 7 事業説明会・歓送迎会 
4/ 8 面会日 
4 /9 千年小学校入学式 
5/10 沼隈特別支援学校参観日 
5/12 選択行事「ピクニック」 
5/13 陸上競技大会（東広島市） 
5/20 ゼノうんどう祭り 
5/26 千年小学校運動会 
6/ 2 沼隈特別支援学校運動会 
6/ 3 東部地区親善球技大会 
6/25 沼隈特別支援学校参観日 
■「ゼノ」やまびこ学園成人部････（4～6月）  
4/ 8 面会日 
4/22 てんま自治会「焼肉」 
4/29 さつき誕生日余暇 
5/10～13 鞆の浦太田家住宅販売 
5/17 てんま個別旅行「ＵＳＪ」 
5/19 さつき誕生日余暇 
5/26 ひまわり調理活動 

「チョコバナナホットケーキ」 
5/29 ひまわり行事「バーベキュー」 
5/30 てんま自治会「餃子の王将」 
6/ 3 広島県東部地区親善球技大会 
6/ 5～16 府中環翠堂販売 
6/ 6 通所木精生活介護行事「環翠堂見学」 
6/15 ひまわり行事「野球観戦」 
6/19 土砂災害避難訓練 
6/21～22 ひまわり宿泊体験 
6/24 さつき広島カープ野球観戦 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■放課後児童ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰぷくぷく（4～6月） 
3/23～4/ 6 春休み利用受け入れ 
6/ 4 沼隈特支代休日受け入れ 
■「ゼノ」なごみの家････････････（4～6月） 
4/ 3 お花見会 
4/ 8 面会日 
5/13 さちの里（GH）内覧会  
5/16 きらきら会（誕生日会） 
5/25 バルサン外出 
5/31 さちの里（GH）へ引越  
6/ 1 さちの里（GH）開所 
6/ 3 親善球技大会（びんご運動公園） 
6/10 面会日 
■「ゼノ」Ｈｏｍｅ白雲･･････････（4～6月） 
4/ 8 保護者懇親会 
5/ 2 広島フラワーフェスティバル（一泊） 
5/ 5 ＧＷ余暇 レク温泉 
5/ 5 外食会 
5/ 6 ＧＷ余暇 カラオケ 
5/13 いちご狩り 
5/27 個別余暇・野球観戦 

（マツダＺＯＯＭＺＯＯＭスタジアム） 
6/10 余暇 ラウンド１ 
6/12 尾道ラーメンへ電車で GO！ 
6/15～16 個別余暇・野球観戦 

（福岡ヤフオクドーム） 
6/21 氷川きよしコンサート 
■「ゼノ」Ｈｏｍｅ未来･･････････（4～6月） 
4/ 1 福山マラソン打上げ 
 4/ 8 面会日  
 5/ 3 ＧＷ外出（仙酔島） 
 5/ 4 ＧＷ外出（福山動物園） 
 5/ 5 ＧＷ外出（世羅高原） 
 5/ 6 ソフトボール練習  
 5/13 上森迫町内溝掃除 
 5/20 面会日 
 6/ 3 親善球技大会 
 6/ 3 面会日 
 6/17 ソフトボール 1日練習 
 6/19 未来・輝避難訓練 
 6/23 個別余暇（山口） 
■ゆめの木・わかば･･････････････（4～6月） 
4/14 保護者個別懇談  
6/ 4 利用者健診① 
6/ 9 わかば会総会 
6/19 わかば避難訓練（火災想定） 
6/30 利用者健診② 
■あかつき･･････････････････････（4～6月） 
4/ 6 自治会花見 
6/ 3 東部地区親善球技大会 
6/17 保護者会総会 

■ゆめサポート・バク････････････（4～6月） 
4/ 4 お花見・山王山（療育班） 
6/14 ゆめばたけ田植え体験（ファーム班） 
 6/23 交通安全教室（自治会学習） 
 6/30 福山ガス展（ジェラート販売） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■幼保連携型認定こども園ゆめな･･（4～6月） 
4/ 2 入園式 
4/ 6 歓迎パーティー 
4/19 医科検診 
4/23～ 家庭訪問 
4/25 歯科検診 
5/ 7 入園コンサート 
5/ 9 遠足 
5/20 「ゼノ」うんどうまつり（年長） 
5/23 人形劇鑑賞（年長） 
6/ 1 視力検査（年中） 
6/ 2 参観日・総会  
6/ 5 虫歯予防集会 
6/ 7 福山自動車時計博物館見学（年長） 
6/15 松永東保育所とのふれあい（年長） 
6/19 芋の苗植え 
6/21 社協ふれあい（年長） 
6/22 鳥環荘ふれあい（年長） 
6/25～ お昼寝始め（年長) 
■「ゼノ」かんなべの杜･･････････（4～6月） 
5/20 なごみグループホーム見学 
6/30 福山自動車博物館見学 
■放課後児童デイサービスセンターらいず 

（4月～6月） 
4/ 1 事業開始 
4/ 2～4/7 春休み利用受け入れ  
4/30 世羅ゆめ公園へピクニック 
6/ 1 なかよし運動会（出部小学校） 
6/27 避難訓練 
■松永東保育所･･････････････････（4～6月） 
4/ 2 入所式 
 4/28 参観・講演・総会・試食 
 5/ 1 子どもの日の集い 
 5/11 遠足・交通安全指導 
 5/15 交通教室（ﾛｲﾔﾙﾄﾞﾗｲﾋﾞﾝｸﾞｽｸｰﾙ） 
 5/20 「ｾﾞﾉ」うんどう祭り（5歳児） 
 5/26 ｶﾚｰﾊﾟｰﾃｨｰ（1年生を招待） 
 5/27 松永小学校運動会（5歳児） 
 5/28 不審者訓練 
 5/30～6/9 参観・懇談（年齢別） 
 6 /1 こぐま絵本展見学（5歳児） 
 6/ 6 老人会との芋植え（4・5歳児） 
 6/12 歯についての講話(岡本歯科医院) 
 6/15 ゆめな 5歳児来所 
 6/19 人権平和資料館見学（5歳児） 
 6/22 語り読み 
 6/25 井上さんとの交流 
 6/27 地震・津波訓練 
■「ゼノ」こばと園･･････････････（4～6月） 
4/ 5 入園式 
 5/20 ゼノうんどう祭り 
 6/16 第３３回聴覚障害研修会 
 6/17 第１回保護者教室 
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総合福祉施設を形成するＺＥＮＯグループ 
 

 ●入所系施設 
【障害児入所施設】「ゼノ」やまびこ学園児童部 
【障害者支援施設】「ゼノ」やまびこ学園成人部、「ゼノ」なごみの家 
●グループホーム 
【共同生活援助事業】 
〈沼隈地区〉 
「ゼノ」Home青雲、「ゼノ」Home白雲、「ゼノ」第 3ホーム、 
「ゼノ」あじさいホーム、「ゼノ」Homeらん、「ゼノ」第 2ホーム、 
「ゼノ」わこうどホーム、「ゼノ」さくらホーム、「ゼノ」Homeおおぞら 
「ゼノ」Home銀河、「ゼノ」Homeジュピター、「ゼノ」Home虹、 
「ゼノ」第 1ホーム、「ゼノ」第 6ホーム、「ゼノ」ホームひだまり、 
「ゼノ」Home大地、｢ゼノ｣Home太陽、｢ゼノ｣Home未来、「ゼノ」Home輝 
「ゼノ」ホームなごみ さちの里 
〈松永地区〉 
「ゼノ」Home絆、「ゼノ」Home夢、「ゼノ」Home絆結 
〈神辺地区〉 
「ゼノ」ホームたぴあ、「ゼノ」ホームゆの、「ゼノ」ホームひまわり、 
「ゼノ」ホームそよかぜ、「ゼノ」ホームせせらぎ、「ゼノ」ホームこもれび 

●居宅系事業 
【居宅介護事業】生活支援センターほほえみ、ケアサポートひなた 

●通所系施設 
【障害福祉サービス事業多機能型事業所】 

ゆめの木・わかば、ＪＯＢプラスはんど、あかつき、 
ゆめサポート・バク 

【児童発達支援センター】「ゼノ」こばと園 
【児童発達支援事業】第 2こばと園、 
【放課後等デイサービス】 

放課後児童デイサービスセンターぷくぷく、「ゼノ」こども広場まつなが 
放課後児童デイサービスセンターらいず 

【認定こども園】幼保連携型認定こども園ゆめな 
【保育所】松永東保育所 
【放課後児童健全育成事業】ゆめな学童園 
●相談支援事業 
【相談支援事業】「ゼノ」こばと園相談支援事業所 

相談支援事業所「ゼノ」からっと、相談支援事業所ほっぷ 
●その他  

【診療所】「ゼノ」診療所 

【地域公益事業】「未来
あ し た

も笑
わら

おうプロジェクト」Ｃｏｍｅ
かむ

叶夢
かむ

ハウス、 


